
(57)【要約】

【課題】極端に劣化した酸化度の高い潤滑油とともに使

用した場合であっても、チェーン全体に異常摩耗伸びが

発生することなく、リンクプレートと連結ピンを長期に

亘って円滑に摺接回動させて動力伝達することができる

安価なサイレントチェーンを提供すること。

【解決手段】ガイドリンクプレート１２０と、該ガイド

リンクプレート１２０のピン孔に嵌合固定された連結ピ

ン１３０と、該連結ピン１３０がピン孔に遊嵌されてな

る噛合い歯を有するインナーリンクプレート１１０とで

構成され、前記連結ピン１３０は、基材１３１の表面に

炭化バナジウムからなる硬化層１３２が形成され、この

硬化層１３２中にＳｉ3Ｎ4粒子１３３が分散されている

サイレントチェーン１００。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト と 、 該 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト の ピ ン 孔 に 嵌 合 固 定 さ れ た 連 結 ピ ン
と 、 該 連 結 ピ ン が ピ ン 孔 に 遊 嵌 さ れ て な る 噛 合 い 歯 を 有 す る イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト と で
構 成 さ れ た サ イ レ ン ト チ ェ ー ン に お い て 、
　 前 記 連 結 ピ ン は 、 表 面 に 金 属 炭 化 物 か ら な る 硬 化 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 硬 化 層 中 に Ｓ ｉ 3

Ｎ 4 粒 子 が 分 散 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る サ イ レ ン ト チ ェ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 属 炭 化 物 が 、 Ｖ 炭 化 物 ま た は Ｃ ｒ 炭 化 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の サ
イ レ ン ト チ ェ ー ン 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 、 産 業 用 機 械 等 に お い て 、 動 力 を 伝 達 す る 場 合 に 用 い ら れ る サ イ レ ン
ト チ ェ ー ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 高 速 及 び 高 荷 重 条 件 下 で 使 用 さ れ る 自 動 車 の タ イ ミ ン グ チ ェ ー ン 等 の 分 野 に お い
て 、 サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の 採 用 が 増 加 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 サ イ レ ン ト チ ェ ー ン は 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト と 、 噛 合 い 歯 を 有 す る イ ン ナ ー リ ン ク プ
レ ー ト と 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト に 穿 孔 さ れ た ピ ン 孔 に 嵌 合 固 定 さ れ る と と も に 、 イ ン ナ
ー リ ン ク プ レ ー ト に 穿 孔 し た ピ ン 孔 に 遊 嵌 さ れ て い る 連 結 ピ ン と で 構 成 さ れ て お り 、 リ ン
ク プ レ ー ト が ス プ ロ ケ ッ ト 歯 に 対 し て 斜 め に 当 接 す る た め 、 ス プ ロ ケ ッ ト 歯 と サ イ レ ン ト
チ ェ ー ン と の 衝 突 に よ る 衝 撃 が 緩 和 さ れ 、 騒 音 レ ベ ル を 低 減 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 従 来 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン に お い て は 、 連 結 ピ ン 及 び リ ン ク プ レ ー ト の 基 材
と し て 、 入 手 の 容 易 さ や 材 料 原 価 の 点 か ら 、 ０ ． ７ ～ １ ． １ 重 量 ％ の 炭 素 を 含 有 す る 高 炭
素 鋼 を 焼 入 れ 処 理 し て 硬 度 を 高 め て 使 用 し て い た 。 そ し て 、 連 結 ピ ン の 表 面 に 、 金 属 炭 化
物 よ り な る 硬 化 層 を 施 し 、 連 結 ピ ン の 摩 耗 を 抑 制 し て い た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 連 結 ピ ン の 表 面 処 理 に 加 え て 、 リ ン ク プ レ ー ト の 表 面 に 窒 化 処 理 や 拡 散 浸 透 処 理
な ど の 硬 化 処 理 を 施 し 、 リ ン ク プ レ ー ト の 摩 耗 を 抑 制 す る こ と も 提 案 さ れ て い た （ 特 許 文
献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た サ イ レ ン ト チ ェ ー ン に お い て は 、 連 結 ピ ン や リ ン ク プ レ ー ト へ
表 面 処 理 を 施 し た に も か か わ ら ず 、 期 待 し た 耐 摩 耗 性 を 発 揮 せ ず に 異 常 に 摩 耗 し て 異 常 摩
耗 伸 び が 生 ず る こ と が わ か り 、 そ の 原 因 は 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 の 潤 滑 油 が 極 度 に 劣 化 し 、
潤 滑 油 の 酸 化 が ｐ Ｈ ３ 以 下 （ 全 酸 価 が ６ 以 下 ） に ま で 進 行 し た 際 に 、 イ ン ナ ー リ ン ク プ レ
ー ト の ピ ン 孔 内 壁 の 摩 耗 が 促 進 さ れ る こ と に よ っ て 発 生 す る こ と が 解 明 さ れ 、 そ の た め 、
こ の よ う な ｐ Ｈ ３ 以 下 の 潤 滑 油 中 で も イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト の 腐 食 が 生 じ な い よ う に 、
耐 食 性 に 優 れ た オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 、 マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 、 析 出 硬
化 系 ス テ ン レ ス 鋼 、 高 炭 素 ク ロ ム 軸 受 鋼 及 び 合 金 工 具 鋼 等 に 熱 硬 化 処 理 を 施 し た も の を 基
材 と す る こ と が 提 案 さ れ て い た （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 ３ １ ９ ９ ２ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ９ １ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ０ １ ８ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 前 述 し た 、 ｐ Ｈ ３ 以 下 の 潤 滑 油 中 で も 耐 食 性 を 発 揮 す る 材 料 は 高 価 で あ る こ
と か ら 、 サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 す な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、
極 端 に 劣 化 し た 酸 化 度 の 高 い 潤 滑 油 と と も に 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 チ ェ ー ン 全 体 に 異
常 摩 耗 伸 び が 発 生 す る こ と な く 、 リ ン ク プ レ ー ト と 連 結 ピ ン を 長 期 に 亘 っ て 円 滑 に 摺 接 回
動 さ せ て 動 力 伝 達 す る こ と が で き る 安 価 な サ イ レ ン ト チ ェ ー ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 本 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト と 、 該 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト の
ピ ン 孔 に 嵌 合 固 定 さ れ た 連 結 ピ ン と 、 該 連 結 ピ ン が ピ ン 孔 に 遊 嵌 さ れ て な る 噛 合 い 歯 を 有
す る イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト と で 構 成 さ れ た サ イ レ ン ト チ ェ ー ン に お い て 、 前 記 連 結 ピ ン
は 、 表 面 に 金 属 炭 化 物 か ら な る 硬 化 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 硬 化 層 中 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 が 分 散 さ
れ て い る こ と に よ り 、 前 記 目 的 を 達 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 金 属 炭 化 物 を Ｖ 炭 化 物 ま た は Ｃ ｒ 炭 化 物 と し て 、 硬 化
層 中 へ の Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 が 分 散 し 易 く し て 、 前 記 目 的 を さ ら に 一 段 と 達 成 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン は 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト や イ ン ナ ー リ ン
ク プ レ ー ト を 連 結 す る 連 結 ピ ン の 表 面 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 が 分 散 さ れ た 硬 化 層 が 形 成 さ れ て い
る こ と に よ っ て 、 以 下 の よ う な 特 有 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 前 記 連 結 ピ ン の 表 面 に 形 成 さ れ た 硬 化 層 中 の Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 が 、 連 結 ピ ン と イ ン ナ
ー リ ン ク プ レ ー ト の ピ ン 孔 と の 摺 接 回 動 に 起 因 す る 摩 擦 熱 に よ っ て 、 潤 滑 油 中 の 水 分 と 次
式 （ １ ） に 示 す よ う に 反 応 し て 、 弱 ア ル カ リ 性 の ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン （ Ｎ Ｈ 4

+ )と 水 酸 化
イ オ ン （ Ｏ Ｈ - ） を エ ン ジ ン オ イ ル 中 に 放 出 す る 。
　 　 　 　 　 　 Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 ＋ Ｈ 2 Ｏ → Ｓ ｉ Ｏ ＋ Ｎ Ｈ 4

+ ＋ Ｏ Ｈ -    ・ ・ ・ （ １ ）
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 こ の 弱 ア ル カ リ 性 の ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン と 弱 ア ル カ リ 性 の 水 酸 化 イ オ ン は 、 エ
ン ジ ン ル ー ム 内 の 酸 化 劣 化 し た 潤 滑 油 （ エ ン ジ ン オ イ ル ） 中 の 成 分 で あ る 酸 性 の Ｓ Ｏ ｘ や
水 素 イ オ ン （ Ｈ + ） と そ れ ぞ れ 次 式 （ ２ ） 、 （ ３ ） に 示 す よ う に 反 応 し 、 エ ン ジ ン オ イ ル
中 の 成 分 で あ る Ｓ Ｏ ｘ や 水 素 イ オ ン が 中 和 さ れ る 。
　 　 　 　 　 　 Ｎ Ｈ 4

+ ＋  Ｓ Ｏ ｘ → Ｎ Ｈ 4 Ｓ Ｏ ｘ (中 和 )，         ・ ・ ・ （ ２ ）
　 　 　 　 　 　 Ｏ Ｈ - ＋ Ｈ + → Ｈ 2 Ｏ (中 和 )                     ・ ・ ・ （ ３ ）
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 結 果 、 前 述 し た よ う な 中 和 反 応 が 継 続 し て 起 き る こ と か ら 、 酸 性 と な っ て い た 潤 滑
油 の ｐ Ｈ を 回 復 さ せ て 、 潤 滑 油 の 劣 化 に よ る ｐ Ｈ の 低 下 を 継 続 し て 防 止 す る た め 、 プ レ ー
ト 孔 面 の 磨 耗 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 し か も 、 連 結 ピ ン も 表 面 に 硬 化 層 を 形 成 さ れ て い
る こ と に よ っ て 、 連 結 ピ ン 自 体 の 磨 耗 も 低 減 さ れ る た め 、 サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の 伸 び が 減
少 し 、 酸 化 雰 囲 気 中 に お い て も 異 常 摩 耗 伸 び を 起 こ す こ と な く 、 リ ン ク プ レ ー ト と 連 結 ピ
ン と の 間 で 長 期 に 亘 り 円 滑 に 摺 接 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 、 潤 滑 油 の ｐ Ｈ を 高 め て 、 酸 性 化 で の 腐 食 を 抑 制 で き る こ と か ら 、 イ ン ナ ー
リ ン ク プ レ ー ト の 材 質 は 、 従 来 か ら 用 い ら れ て い る 安 価 な 高 炭 素 鋼 等 を 使 用 で き 、 サ イ レ
ン ト チ ェ ー ン の 製 造 コ ス ト を 上 昇 さ せ る こ と な く 、 異 常 摩 耗 伸 び を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 述 し た 反 応 は 、 実 際 に 腐 食 磨 耗 が 生 ず る 連 結 ピ ン と イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト の
ピ ン 孔 と の 摺 動 部 で 起 こ る た め 、 中 和 剤 の 注 入 等 の 他 の 中 和 方 法 を 採 用 し た 場 合 よ り も 効
果 が 大 き い 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン は 、 上 述 し た 請 求 項 １ に 係 る サ イ レ
ン ト チ ェ ー ン が 奏 す る 効 果 に 加 え て 、 金 属 炭 化 物 が Ｖ 炭 化 物 ま た は Ｃ ｒ 炭 化 物 で あ る こ と
に よ り 、 硬 化 層 中 へ Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 を 分 散 し 易 く な る た め 、 酸 化 雰 囲 気 中 に お け る 使 用 下 で
、 弱 ア ル カ リ 性 の ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン と 水 酸 化 イ オ ン の 除 放 性 を 発 揮 し て リ ン ク プ レ ー ト
と 連 結 ピ ン と の 間 の 円 滑 な 摺 接 回 動 を 長 期 に 亙 っ て 発 揮 す る こ と が で き 、 前 記 目 的 を さ ら
に 一 段 と 達 成 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン は 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト や イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト を 連
結 す る 連 結 ピ ン の 表 面 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 が 分 散 さ れ た 硬 化 層 が 形 成 さ れ て い る こ と に よ っ て
、 極 端 に 劣 化 し た 酸 化 度 の 高 い 潤 滑 油 と と も に 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 、 チ ェ ー ン 全 体 に
異 常 摩 耗 伸 び が 発 生 す る こ と な く 、 リ ン ク プ レ ー ト と 連 結 ピ ン を 長 期 に 亘 っ て 円 滑 に 摺 接
回 動 さ せ て 動 力 伝 達 す る も の で あ っ て 、 劣 化 し て 酸 性 化 し た 潤 滑 油 を 中 和 さ せ て ｐ Ｈ を 回
復 し 、 潤 滑 油 の 酸 性 化 に よ る 腐 食 を 抑 制 す る た め の Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 を 連 結 ピ ン の 表 面 に 形 成 し た
も の で あ れ ば 、 そ の 具 体 的 な 態 様 は 如 何 な る も の で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に 基 づ き 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発 明 で 採 用 し た 連 結
ピ ン の 拡 大 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 本 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン と 従 来 の サ イ レ ン ト チ ェ
ー ン の 運 転 時 間 に 対 す る 伸 び 率 の 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す サ イ レ ン ト チ ェ ー ン １ ０ ０ は 、 関 節 列 Ａ に 噛 合 い 歯 を 有 す る イ ン ナ ー リ ン ク
プ レ ー ト １ １ ０ を ３ 枚 有 し て お り 、 ガ イ ド 列 Ｂ に ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト １ ２ ０ を ４ 枚 有 し
て い る 。 そ し て 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト １ ２ ０ の ピ ン 孔 に 連 結 ピ ン １ ３ ０ が 嵌 合 固 定 さ れ
て お り 、 こ の 連 結 ピ ン １ ３ ０ が イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ の ピ ン 孔 に 遊 嵌 さ れ た 構 成
を し て い る 。 図 １ で は 、 チ ェ ー ン 内 部 の 構 造 が 分 か る よ う に 、 手 前 中 央 の ２ 枚 の ガ イ ド リ
ン ク プ レ ー ト １ ２ ０ を 切 り 欠 い て 図 示 し て い る 。 な お 、 図 １ に 示 し た 例 で は 、 ガ イ ド リ ン
ク プ レ ー ト １ ２ ０ が ４ 枚 、 イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ が ３ 枚 の も の に つ い て 図 示 し て
い る が 、 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト １ ２ ０ を イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ よ り １ 枚 多 く し て
、 最 外 列 が ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト １ ２ ０ と な る の で あ れ ば 、 特 に そ の 枚 数 に つ い て は 限 定
さ れ る も の で は な く 、 要 求 さ れ る 負 荷 等 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 連 結 ピ ン １ ３ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 基 材 １ ３ １ の 表 面 に Ｖ 炭 化 物 （ 炭 化 バ
ナ ジ ウ ム ） の 硬 化 層 １ ３ ２ を 形 成 し 、 そ の 硬 化 層 中 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 １ ３ ３ を 分 散 配 置 さ せ
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｖ 炭 化 物 （ 炭 化 バ ナ ジ ウ ム ） か ら な る 硬 化 層 １ ３ ２ は 、 拡 散 浸 透 法 や Ｃ Ｖ Ｄ 等 の 周 知 の
方 法 を 使 用 し て 形 成 す る こ と が で き る が 、 特 に 、 拡 散 浸 透 法 が 好 ま し く 、 拡 散 浸 透 法 で は
、 連 結 ピ ン １ ３ ０ の 母 材 と な る 基 材 １ ３ １ を 、 炭 化 物 を 形 成 す る バ ナ ジ ウ ム の 粉 末 中 に 浸
漬 し 加 熱 す る こ と に よ り 、 上 記 基 材 １ ３ １ の 表 面 に バ ナ ジ ウ ム を 浸 透 さ せ 、 鋼 中 の 炭 素 と
化 合 さ せ て 、 基 材 １ ３ １ の 表 面 に Ｖ 炭 化 物 （ 炭 化 バ ナ ジ ウ ム ） の 硬 化 層 １ ３ ２ を 形 成 す る
の が 良 い 。 そ の 際 、 浸 透 さ れ る バ ナ ジ ウ ム に 応 じ て 、 Ｎ Ｈ 4 Ｃ ｌ 等 の 添 加 剤 お よ び ア ル ミ
ナ 等 の 焼 結 防 止 剤 を バ ナ ジ ウ ム 粉 末 中 に 配 合 し て 、 拡 散 浸 透 法 を 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う な 拡 散 浸 透 法 に お い て 、 バ ナ ジ ウ ム 粉 末 、 Ｎ Ｈ 4 Ｃ ｌ お よ び ア ル ミ ナ の 混 合
粉 末 中 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 を 追 加 配 合 し 、 基 材 １ ３ １ を 浸 漬 加 熱 す る こ と で 、 前 記 硬 化 層 １ ３
２ 中 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 を 分 散 し た 硬 化 層 １ ３ ２ が 形 成 さ れ る 。
　 な お 、 Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 の 硬 化 層 １ ３ ２ へ の 分 散 は 、 Ｓ ｉ を 硬 化 層 １ ３ ２ に 拡 散 浸 透 し た 後 、 窒
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化 処 理 し て 、 Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 連 結 ピ ン 表 面 の 硬 化 層 中 の Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 は 、 イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ の ピ ン
孔 と 摺 動 中 に 、 弱 ア ル カ リ 性 の ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン （ Ｎ Ｈ ４ + ） と 水 酸 化 イ オ ン （ Ｏ Ｈ - ）
を 潤 滑 油 （ エ ン ジ ン オ イ ル ） 中 に 放 出 し 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 の 酸 化 劣 化 し た 潤 滑 油 （ エ ン
ジ ン オ イ ル ） 中 の 一 成 分 で あ る 弱 酸 性 の Ｓ Ｏ ｘ や 水 素 イ オ ン （ Ｈ + ） と 中 和 反 応 を 起 こ し
、 潤 滑 油 の ｐ Ｈ を 高 め る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 連 結 ピ ン １ ３ ０ 及 び イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ は 、 ０ ． ７ ～ １ ． １ ％ Ｃ の 高 炭
素 鋼 を 用 い て い る 。 こ の 連 結 ピ ン １ ３ ０ の 表 面 に は 、 前 述 の 拡 散 浸 透 法 に よ り 炭 化 バ ナ ジ
ウ ム （ Ｖ 炭 化 物 ） よ り な る 硬 化 層 １ ３ ２ を 形 成 し た 後 、 こ の 硬 化 層 １ ３ ２ 中 に Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 を
拡 散 配 置 し て い る 。 他 方 、 イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ は 、 焼 き 入 れ 処 理 し た も の を 使
用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 例 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン １ ０ ０ の 酸 化 雰 囲 気 （ ｐ Ｈ ＝ ３ す な わ ち 全 酸 価
６ 以 下 ） に お け る 摩 耗 伸 び 性 能 を 試 験 し た 結 果 を 示 し て い る 。
　 試 験 方 法 と し て は 、 前 記 サ イ レ ン ト チ ェ ー ン １ ０ ０ を ２ つ の ス プ ロ ケ ッ ト 間 で 循 環 掛 け
張 り し 、 張 力 を ０ ． ７ ｋ Ｎ に 維 持 し 、 劣 化 し た オ イ ル を ０ ． ２ リ ッ ト ル ／ 分 で オ イ ル ジ ェ
ッ ト で 直 接 吹 き 付 け た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 劣 化 し た オ イ ル と し て 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 の Ｎ Ｏ ｘ ， Ｓ Ｏ ｘ 等 の ブ ロ ー バ イ ガ
ス 発 生 や 酸 化 劣 化 し た エ ン ジ ン オ イ ル で の 環 境 に 準 ず る よ う に 、 オ イ ル を １ ７ ０ ℃ で ７ ０
時 間 加 熱 し て 、 強 制 的 に 酸 化 さ せ た バ ブ リ ン グ オ イ ル に 酸 ５ ｗ ｔ ％ 、 水 ２ ０ ｗ ｔ ％ 加 え 、
ｐ Ｈ ３ に 設 定 し た も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ 中 の （ ａ ） で 示 し た 実 線 は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る サ イ レ ン ト チ ェ ー ン １ ０ ０ の
試 験 結 果 を 示 し た も の で あ り 、 （ ｂ ） で 示 し た 実 線 は 、 連 結 ピ ン １ ３ ０ の 表 面 に Ｖ 炭 化 物
(炭 化 バ ナ ジ ウ ム )層 の み を 形 成 し た 従 来 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の 試 験 結 果 を 示 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 こ の よ う な 酸 化 雰 囲 気 に お い て は 、 本 実 施 例 の サ イ レ ン ト チ
ェ ー ン １ ０ ０ は 、 従 来 の よ う な Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 を 含 ま な い サ イ レ ン ト チ ェ ー ン に 比 較 す る と 、 伸
び 指 数 が 半 分 で あ り 、 潤 滑 油 が 極 端 に 劣 化 し 酸 化 し た 場 合 に お い て も 、 本 実 施 例 の サ イ レ
ン ト チ ェ ー ン １ ０ ０ は 、 異 常 摩 耗 伸 び が 発 生 せ ず 、 長 期 に 亘 っ て 円 滑 に 摺 接 回 動 す る こ と
が 裏 付 け ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 例 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン １ ０ ０ で は 、 Ｖ 炭 化 物 (炭 化 バ ナ ジ ウ ム )に 分 散
配 置 し た が 、 Ｃ ｒ 炭 化 物 に 分 散 配 置 し た 場 合 で も 同 様 な 試 験 結 果 を 得 た 。 ま た 、 金 属 炭 化
物 と し て 、 Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子 が 分 散 で き る も の で あ れ ば 、 ど の よ う な 金 属 炭 化 物 で も 可 能 で あ
り 、 そ の よ う な 炭 化 物 と し て Ｎ ｂ 、 Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 、 Ｗ の 炭 化 物 が 挙 げ ら れ る 。
さ ら に 、 前 記 硬 化 層 １ ３ ２ に Ａ ｌ 2 Ｏ 3 等 の 酸 化 物 を 分 散 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 連 結 ピ ン １ ３ ０ の 基 材 １ ３ １ と し て ０ ． ７ ～ １ ． １ ％ Ｃ の 高 炭 素 鋼 を 用 い た が 、
低 炭 素 鋼 を 浸 炭 し 、 表 面 を 高 炭 素 化 し た も の も 使 用 で き 、 Ｃ Ｖ Ｄ や Ｐ Ｖ Ｄ の よ う な 被 膜 形
成 法 で は 、 炭 化 物 の 形 成 に 基 材 １ ３ １ 中 の 炭 素 を 必 要 と し な い た め 低 炭 素 の 合 金 鋼 も 使 用
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 例 の イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ に は 、 ０ ． ７ ～ １ ． １ ％ Ｃ の 高 炭 素 鋼 を 用 い
た が 、 ク ロ ム モ リ ブ デ ン 合 金 鋼 等 、 従 来 使 用 さ れ て い る 鋼 材 を 使 用 す る こ と も で き 、 さ ら
に 、 こ れ ら の プ レ ー ト 表 面 に 、 Ｎ ｉ － Ｐ 合 金 め っ き や Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｃ ｒ Ｎ 、 Ｄ Ｌ Ｃ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3
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、 Ｍ ｏ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ Ｎ 、 Ａ ｌ Ｎ 、 Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 、 Ｓ ｉ Ｃ 等 の 硬 化 層 を 形 成 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 連 結 ピ ン １ ３ ０ の 表 面 に 硬 化 層 １ ３ ２ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 酸 化 雰 囲 気
中 に お け る 耐 摩 耗 性 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 前 記 硬 化 層 １ ３ ２ を 形 成 す る
方 法 に つ い て は 、 拡 散 浸 透 法 等 、 周 知 の 方 法 が 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 プ レ ー ト 表 面 に 金 属 炭 化 物 の 硬 化 層 を 形 成 し た イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト １ １ ０ を
用 い た 場 合 に は 、 連 結 ピ ン １ ３ ０ の 金 属 炭 化 物 と は 異 種 の 金 属 炭 化 物 を 用 い る こ と が 好 ま
し い 。 こ の よ う に 異 種 の 金 属 炭 化 物 と す れ ば 、 両 者 の 結 晶 格 子 間 距 離 が 異 な っ て い る た め
、 接 触 界 面 に お け る 拡 散 接 合 が 起 こ り に く い た め 、 接 触 界 面 で の 凝 着 を 抑 制 で き る な ど 、
そ の 効 果 は 甚 大 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 で 採 用 し た 連 結 ピ ン の 拡 大 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン と 従 来 の サ イ レ ン ト チ ェ ー ン の 運 転 時 間 に 対 す る 伸
び 率 の 変 化 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ ０ 　 ・ ・ ・ 　 サ イ レ ン ト チ ェ ー ン
　 １ １ ０ 　 ・ ・ ・ 　 ガ イ ド リ ン ク プ レ ー ト
　 １ ２ ０ 　 ・ ・ ・ 　 イ ン ナ ー リ ン ク プ レ ー ト
　 １ ３ ０ 　 ・ ・ ・ 　 連 結 ピ ン
　 １ ３ １ 　 ・ ・ ・ 　 連 結 ピ ン の 基 材
　 １ ３ ２ 　 ・ ・ ・ 　 硬 化 層
　 １ ３ ３ 　 ・ ・ ・ 　 Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 粒 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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